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11．．WinReaderWinReader p.Formp.Formについてについて

「WinReader p.Form 」は業務用帳票OCRソフトウェアです。
帳票に記入された活字文字を認識して、CSVファイル等にデータ出力できます。
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① OCRソフトウェアの起動
② スキャナで帳票を画像ファイルとして取り込む
③ 画像取り込みが終わったら、OCR処理が開始（手動・自動選択可）

22．．OCROCRの手順（共通）の手順（共通）

③ 画像取り込みが終わったら、OCR処理が開始（手動・自動選択可）
④ OCR処理後、認識結果の確認・修正（承認）を行う
⑤ 確認・修正が終わったら、テキストとPDF（TIF、JPEGも可）を出力
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■スキャナで取り込んだ画像をWinReader p.Formに取り込みます。

取り込んだ画像はあらかじめ登録された帳票と照合し、一致した画像はＯＣＲ認識が行われます。

ＯＣＲ認識の結果が正しいかどうかを確認する画面をご用意しているため、表示された画像を確認しながら訂正します。

⇒画面で確認できるため、紙を見ながら入力する必要はありません。

33 ．．WinReaderWinReader p.Formp.Form システム構成図システム構成図

⇒画面で確認できるため、紙を見ながら入力する必要はありません。

確認・訂正が終わりましたら、CSV出力をおこないます。

エラー帳票
（未登録帳票） CSV・画像ファイル出力

・WinReader p.Form

ＯＣＲパソコン

未登録帳票

TIFファイル

Input Output

スキャナで画像取り込み

認識結果確認

修正作業

ＯＣＲ処理

登録帳票
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TWAINドライバ対応スキャナ



44．．OCROCRの設定はユーザで可能の設定はユーザで可能

① 認識箇所を指定（マウスでクリック）

専門的な知識を必要とせず、ユーザでOCRの設定を行うことができます。

② 記載されている文字の種類を選択します。

③ 出力に付与する文字を入力
します。
例）「 , (カンマ)」
⇒カンマ区切りのテキストを
出力する際に入力
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55．．オーバーレイ表示で、認識結果を確認・修正

画面上でOCR結果に誤りがないか確認し、修正後にPDF、CSV出力を行うことが可能です。

認識結果は青文字で

画像出力
（PDF、TIFF、JPEG)

CSV出力

認識結果は青文字で
認識した文字の上部に
表示
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６．認識設定の調整①６．認識設定の調整①

文字種の限定

認識する文字種を限定することで、認識率を向上させる

文字学習機能の活用

文字の種類を限定 さらに認識対象文字を限定することも可能。

文字を学習することにより、認識率を向上させる
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文字の形状を記憶して、今後同じ形の文字を
認識する場合に活用する

学習する文字を選択して、登録を行う



６．認識設定の調整②６．認識設定の調整②

ノイズ除去サイズ設定

汚れなどのノイズを認識しないような設定を行うことが可能

認識除外エリア

OCRでは、ノイズも文字として認識してしまう
ノイズサイズ設定で記入された数値より、小さい独立
した点や線は無視されて認識を行う

文字認識をしたくない箇所を選択して、認識対象から外すことが可能

8上記の年・月・日の文字は不要である場合
認識除外エリアとして指定することによって、
年・月・日を認識しないように設定が可能

文字認識をしたくない箇所を選択して、認識対象から外すことが可能



７．誤認識の判別７．誤認識の判別

データチェック（数値範囲）

1000以上、6000未満であればOK、範囲外はNGと設定した例

数値の範囲を指定することで、範囲外の文字が認識された場合にエラーとする

リジェクトレベルの調整

OKの時 NGの時

リジェクト（誤認識の可能性）の閾値の調整が可能

※誤認識が発生
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リジェクト（誤認識の可能性）の閾値の調整が可能

リジェクトエラー発生エラー無し

リジェクトレベル低 リジェクトレベル高



■ 登録した帳票を素早くOCR処理が実行できる

■ 確認・訂正画面を持っているため、認識結果の確認が容易である

■ 帳票のレイアウトを判別し、レイアウト毎にCSVを出力できる

■ パッケージ製品なので問題発生時の切り分けを行いやすい

８．８．WinReaderWinReader p.Formp.Form（パッケージ製品）で運用する利点（パッケージ製品）で運用する利点

■ パッケージ製品なので問題発生時の切り分けを行いやすい

９．９．導入前の注意点導入前の注意点

■ 帳票が変更・種類の増加が発生した時に、都度対応となる■ 帳票が変更・種類の増加が発生した時に、都度対応となる

⇒ ユーザで設定して頂くか、メディアドライブで有償にて作業を実施

混在した帳票を自動的に認識する場合は、最大30種類まで

■ レイアウトによっては認識できない帳票がある

⇒ 枠線が黒く、はっきりしている必要がある

薄い・途中で線が切れている・枠線と文字がくっついていると認識できない可能性がある
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１０１０．．OCR機能 拡張製品

OCRソフトウェア簡易比較 FormOCR v.6.0 WinReader p.Form

●認識

WinReader p.Formの上位製品として、「FormOCR」が御座います。御用途に合わせて製品をお選び頂きます。

●認識

手書き認識 ○ ×

活字認識 ○ ○

バーコード、QRコード認識 ○ ×

混在帳票対応（IDフィールド使用）
※混在した用紙の判別に使用

○
○

（手書き数字IDは不可）

●特定帳票対応

FAX画像補正（帳票レイアウトの変更が必要）
※FAXで用紙を受け取る場合に必要

○
×

（オプション）

ドロップアウトカラー帳票認識
※用紙に黒枠が無い場合に必要

○
×

（オプション）

●その他

複数訂正システム
※複数台の端末で訂正を行う場合に必要

○
×

（オプション）
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WinReader p.Form定価：¥220,000～
FormOCR定価：¥660,000～

※WinReader p.FormからFormOCRへのアップグレードはできません。


